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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　京都の冷泉家は歌人藤原俊成・定家以来の跡を継ぎ、歌道をもって家業とする家系であり、冷泉為人氏は
第25代当主として家職を継ぐとともに、財団法人冷泉家時雨亭文庫理事長として同家に伝えられた和歌に
関する古典籍などの重要な文化遺産の保存継承に尽力してこられた。その要職にありながら、いっぽうで大
学人として大手前女子大学教授、池坊短期大学学長などを歴任し、現在は京都美術工芸大学学長を務められ、
その間に美術史学の研鑽を重ねてこられた。今回提出された氏の博士学位申請論文「円山応挙論」は、2017
年11月に思文閣出版より上梓された論文集であり、氏のライフワークともいえる江戸時代の絵師円山応挙に
関する16編の論考によって構成されている。
　本論は、大きく３部に分かれる。第１部は江戸時代の絵画史における円山応挙の位置づけを論じ、第２部
は「応挙の新しい写生の型」と題し、応挙の絵画表現を具体的に検証しながら、応挙独自の写生画の確立に
ついて論じる。第３部は、応挙の「写生」とは何かという根本的な問いかけである。
　本論文において評価すべき点は、以下の３点に要約できる。
　第一に、第１部で示された安永天明期における文化および絵画についての評価である。通常、江戸時代の
－ 3 －
文化史では、寛永文化、元禄文化、化政文化の３期に分けられることが一般的であるが、筆者はこれに安永
天明文化を加え、先行する元禄文化とも、後続の化政文化とも異なる性格の芸術がこの時期に形成されたと
する。この時期には、中国の清およびヨーロッパからの新しい「知」の影響があり、それを受容して日本風
にアレンジする文化が存在し、その土壌のなかで生まれたのが円山応挙の絵画であった。当時の京都画壇に
あっては、応挙以外にも活躍した画家たちが登場したが、なかでも応挙は革新的な写生画を描き、人気を博
した。安永天明という時代が応挙を生んだのである。
　第二に評価すべき点は、第２部で示された応挙の絵画についての具体的な検証である。ここでは筆者がか
つて総合美術雑誌『日本美術工芸』に一年間に渡って連載した論文を中心に「応挙の新しい写生の型」と題
し、雪松、雪景、鶴、雁、孔雀、人物などの表現を具体的に検証しながら、応挙独自の新しい絵、すなわち
写生画の確立について論じる。応挙の写生画は、1765年（明和２）に制作された東京国立博物館蔵の「雪松
図」によって確立したと言われるところであるが、筆者はその「雪松図」をはじめ、応挙が描いた雪景表現
や鶴、雁、孔雀などの鳥類の表現を仔細に検討し、それぞれにおける写生表現の特色と展開を論じた。また
新出の「写生図貼交屏風」を考察の対象にして、各図の描かれた時期が1770年（明和７年）から1772年（安
永元）の３年間に集中すること、そのなかには対象をいくつかの異なる角度から写生していることを指摘し、
応挙が「物象ヲ写シ」「真物ヲ臨写」というところの「写生」が基本にあることを示した。
　第三の評価としては、第３部で示される応挙の「写生」とは何かという根本的な問いかけである。先行研
究において、応挙の「写生」は西洋画の科学的視覚による「写実的」「客観的」表現であるとくり返し述べ
られてきたことに対して、氏は疑問を呈し、日本と西洋の絵画との比較や相違にまで考察を広げ、応挙の写
生を「速写の写生」「形似の写生」「生写の写生」に分類して論じた。とりわけ「生写の写生」は、作品に情
緒や雰囲気、気分などの日本的表出があらわれたものであり、そこに応挙の独自性があると指摘する。
　筆者は本論の終章において、恩師源豊宗教授の美術史観に触れ、日本美術の情趣性について言及している。
源教授は、本学文学部の美学科開設にあたって初代の日本美術史の教授となり、多数の学徒を育成した。冷
泉氏もその薫陶を受け、本論においても恩師の教えを継承し、それを応挙研究に応用している。
　本論は、筆者のライフワークであり、第２部の「応挙の新しい写生の型」の各論は、1989年（平成元）か
ら翌年にかけて総合美術雑誌『日本美術工芸』に連載された論文が中心となっている。その後、1995年に京
都国立博物館で開催された「円山応挙　抒情と革新」展をはじめ、最近では2016年の根津美術館開催の「円
山応挙－「写生」を超えて」など各地で応挙に関する展覧会が幾度か開催され、さまざまな視点から応挙研
究が進展した。本論は、そのような契機となった研究論文であり、実証的で綿密な考証をもとに円山応挙の
写生画が当時にあって画期的、革新的でありながらも西洋の写実とは異なる日本独自のものであることを明
らかにし、また、その後の自身の研究成果を第１部や第３部で集成し、応挙論として大きな成果を生んでいる。
　去る８月31日に開催された公開発表会および審査委員会において、審査員３名は、以上述べたところによ
り、冷泉為人氏の博士学位申請論文「円山応挙論」に対して、学位規定第５条２項の博士（芸術学）を授与
するにふさわしいものであるとの結論に達したので、ここに報告する次第である。
